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インフルエンザによる超過死亡の新しい定義と

その推定方法の提案
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目的　インフルエンザによる超過死亡の推定方法として，これまでに，Serflingらの曲線回帰モ

デル，河合，福富らの季節指数を用いるモデルが提案されている。その方法では，インフ

ルエンザ流行月の超過死亡率は，非流行期にも観察される期待死亡率からの正の誤差変動

（偶然変動）を含む。この死亡の偶然変動の大きさは月によって異なるが，このばらつきの

大きさの違いについても考慮されていない。そこで，本論文では，河合・福富らの方法の

問題点を検討し，新しい超過死亡の定義とその推定方法を提案する。

成績　以下のような新しい超過死亡の定義とその推定方法を提案した。

　インフルエンザ流行期における死亡率の変動要因を①インフルエンザと②インフルエンザ

以外の要因（概ね偶然変動と考えられる）の2つに分類し，後者②による死亡率の変動の大

きさ（基準範囲）を非流行期（平時）の死亡率の変動範囲から推定する。この死亡率の基準

範囲からの超過分を超過死亡と定義する。

結論　インフルエンザによる超過死亡の新しい定義とその推定方法を提案した。本方法は，平時

の死亡率の変動範囲を考慮して超過死亡率を推定する。これにより，偶然変動を除いた合理

的な超過死亡率を推定するものである。また，本方法は，その推定値自身が統計的有意性の

判定を兼ねるという特徴をも有している。
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